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D 128 縫臓祀の技淑について
武蔵野な子尺mホ、o屈田剽七岩料浩子前原僻子

〈目的〉奈良時代の服装は唐。影響が^叫っrcが、遣庖使が廃止さオvrt 乙ヒにより、そ・

模敗も自だ､にやみ、ついに平安息の宮応t中心とするま活が展開され「-. ．服鏡に関しT も

療原丈化・色-£濃く現わしはじity、曰本丈化じしてit界に誘り得る’歌帯」び生ま才i.rこ。

束帯<r,中でも一番上に着る「縫痕息。に焦点葱ゐて、現仕の着物しの技術的な相違点､^d:ど

も研呪してみに。

< ち淑〉縫液杷に閲寸る資料包見ても技術的引

際に地腱杷^製作することにいこ、反物は装東専門の研t.所に頼んで≒輪虚鰻・白や忿乞

黒に染めていr:: rヘヽrこ。裏には黒平絹乞岡いrう卜表裏共に糊が強く､張ってあるので扱い

に家兎ヽするようにとアドベイ入乞受けre. 反物は高価なものであi. 3 とわ卜、家物面積の

-^大で製作しrこ。

〈哨果〉市販で゛れてい＆象う＼八い瓦物と｡まい, 今函使用レrて反物はﾉヽ?･)'<') どした紙のよ
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置も独特で≫）る。これ乞気際良紋良てに掛けて1,る（便身頃。方に衿がまわってつ') 合

う形t ぶり、前身頃が長い介乞着付。時、'Itと｡してrこるまtL、それに伴い袖島球後うr.ぷ

わり、脇のあきで前身頃と｡倹を頃。長?‘のまし）乞うま（吸収している3 とがわf)＼っr^。


